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山中智恵子という名は､現代短歌に関わる
者にとって特別の響きをもっている｡

みこ

現代の独女｡記紀以前の古代の魂を美しい
言葉によってよみがえらせる奇跡のうたびと｡

山中智恵子の歌に出会ったのは､歌を作り

かすがいけんくにお

始めてすぐではな-､春日井建･塚本邦雄･

ふみ-ずはら

蔚藤史･葛原妙子と､それぞれに独創的な美の世界を構築する現代歌人の作品を読み､短歌について一種の感覚が固まって来た頃だったような気がする｡

青空の井戸よわが汲む夕あがり行-方を思へただ恩へとや三輪山の背後より不可思議の月立てりはじめに月と呼びしひとはや

このような歌を読んで､私がおぼろげにと

ぴょう

らえていた現代短歌とはまた全-異なる紗
ぼう

薄とした世界があるのを知った｡かと言って

家に招かれていらしたお邪魔させて頂きへ　山 たのが心に残った｡そ 若い歌人に望むことは らかにされたのだった
『みずかありなむ』など

が講演をなざるとの情 てみたくなった｡けれ きているのだと話に間
すずか

鈴鹿(三重)
これらの歌を詠んだ

ら紡ぎ出されているの それはおそら-和歌と何年かが過ぎて､行った｡
ゆきー

之さん

の質問に山中さ

なければいけません､
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てい山年同心日最き時晴考力がれ深をも囲心 
もて中は人説憎は高ではし山え量､方きしの気おゆ 
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